










要約:神経管欠損症の原因には、食事性因子と遺伝的な因子が関与しているとされている。

また、欧米では以前より葉酸の摂取の少ないことが指摘され、葉酸の欠乏がその 1因とさ

れ、多くの先進国では現在妊娠の可能性のある全ての女性に対し、葉酸を強化した食品

(0.41mg/日)の摂取を勧告している。更に、1 度神経管欠損児を出生したことのある女性

に対しては、4mg/日の摂取を勧告している。最近日本でも、新規食品については葉酸の食

品成分表が公表された。その表を用いて葉酸の摂取量を推定しても 1mg/日をとることは、

まず不可能と考えられる。また、ビ夕ミンAは日本の成人女子の栄養所要量が 1,800IU(レ

チノールとして 540μg)であり、妊娠後期にのみ、2,000IU(レチノールとして 600μ9)に

増量されている。レチノールの催奇形性を考慮すれば、レチノールの妊娠初期(12 週まで)

における過剰摂取は、先天性異常を引き起こす可能性があるので、同時期におけるビ夕ミ

ン A の摂取はレチノールで 1/2、β-カロテンで 1/2 とし、最高でも 3,000IU 程度までに

留めたい。


